
事業所名：

目標達成計画 作成日： 平成 ２８ 年 １１ 月 ２５ 日

【目標達成計画】　　　注）「項目番号」の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。

優先
順位

項目
番号

次のステップに向けて取り組みたい内容 目標

1 ５１

 車椅子を利用する方も増えており、散歩の機会は
減っている。 今後も体調や天候をなどを見ながら、
少人数でのドライブを増やしていきたいと考えてい
る。 “今しかできない外出”・“今しか見れないお花
見等”の機会を増やしていく予定である。

 個々の入居者の健康状態・心身状況・ＢＰＳＤ
の程度等に応じ、家族等の協力を得ながら、無
理のない範疇で季節感のある外出(散歩やドライ
ブ等)を楽しんでいただけるような支援を行なう。
可能な方には、家族との外出もお勧めしたい。

２４ ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

 複数名での外出(散歩やドライブ等)は困難な状況
にあるが、ホームの特性を活用して、地域の伝統行
事や花見等に、少人数ずつでの外出支援を行な
う。 また、家族宛に毎月送付している手紙で、利用
者の外出についての協力を依頼する。

近距離　　地域性を活かして　　歩行訓練

車椅子を使用している方でも、介助があればわず
かな距離かもしれないが、歩くことができる→→残
存機能の活用

複数名での外出(散歩やドライブ等)は困難な状況
にあるが、地域の特性を活用して、地域の伝統行事
や花見等に、少人数ずつでの外出支援を行なう。
また、家族宛に毎月送付している手紙で、利用者の
外出についての協力を依頼する。

同時に複数人の外出は困難→個別対応

目標達成に
要する期間

目標達成に向けた具体的な取り組み内容

グループホーム あ し た ば

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


